
 

 

 

令和４年３月11日 

各 位 

会 社 名  株式会社 精養軒 

代表者名  代表取締役社長 酒井 裕 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード9734） 

問合せ先 専務取締役管理本部長 清田 祐司 

電話03－3821－2181 

 

通期個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 

 

令和４年１月期の個別業績につきまして前期実績値との差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいた

します。 

 

記 

 

１．令和４年１月期通期個別業績と前期実績値との差異 

 （令和３年２月１日～令和４年１月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 期 実 績 （ Ａ ） 

令 和 3 年 1 月 期 

百万円 

760 

百万円 

△1,154 

百万円 

△913 

百万円 

△930 

円銭 

△357.43 

当 期 実 績 （ Ｂ ） 

令 和 4 年 1 月 期 
913 △907 △461 △476 △183.13 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 153 247 452 453  

増 減 率（ ％ ） 20.2 - -   -    

                   

 

２．差異が生じた理由 

売上高につきましては、令和３年秋にデルタ株が収束し行動規制が解除され、一時的に回復基調となりまし

たが、令和４年初頭より感染力の強いオミクロン株が急速に拡大し、まん延防止等重点措置の発出による営業

時間や酒類提供の規制などから再び厳しい経営環境となりました。その結果、前期と比べて 20.2％の増収と

なりました。 

 経常損失、当期純損失につきましては、効率的な人員配置やコスト削減、スクラップ＆ビルドの推進、各種 

協力金や助成金の活用など、可能な限り収益の改善に努めて参りました結果、赤字は縮小し、経常損失461百 

万円、当期純損失476百万円となりました。 

                                            

 

 

以 上 

   


